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令和６年度横浜市社会福祉審議会 議事録 

日  時 令和７年３月27日（木）10時00分～11時30分 

開催場所 横浜市役所18階 なみき16・17会議室 

出 席 者 

髙橋正治委員、長谷川琢磨委員、藤崎浩太郎委員、石内亮委員、飯山文子委員、 

石井マサ子委員、泉今日子委員、内田元久委員、漆原恵利子委員、加藤由紀子委員、 

木村赳委員、佐伯滋委員、高岡徹委員、谷口実委員、早川陽子委員、飯島倫子委員、 

茨木尚子委員 

欠 席 者 石渡和実委員、戸塚武和委員、横井郁子委員 

開催形態 公開（傍聴者０人） 

議 題 等 １ 委員紹介 

２ 議題 

（１）委員長の選出・委員長職務代理者の指名 

（２）委員の所属専門分科会の指名・専門分科会長の選出・専門分科会長職務代理者

の指名 

（３）幹事の任命 

３ 報告事項 

（１）民生委員審査専門分科会について 

（２）身体障害者障害程度審査部会について 

（３）令和７年度民生委員・児童委員の一斉改選に向けた本市の取組について 

４ その他 

令和７年度健康福祉局予算について 

５ 意見交換 

（１） テーマ１：いわゆる身寄りのない高齢者等の支援について 

（２） テーマ２：地域における防災について 

（３） その他 

  

議事要旨 

１ 委員紹介 

  事務局より、委員御紹介。 

 

２ 議題 

（１）委員長の選出・委員長職務代理者の指名 

（２）委員の所属専門分科会の指名・専門分科会長の選出・専門分科会長職務代理者の指名 

（３）幹事の任命 

 

３ 報告事項 

（１）民生委員審査専門分科会について 

   石井委員より、民生委員審査専門分科会について報告。 

   ※意見等なし 
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（２）身体障害者障害程度審査部会について 

   高岡委員より、身体障害者障害程度審査部会について報告。 

   ※意見等なし 

 

（３）令和７年度民生委員・児童委員の一斉改選に向けた本市の取組について 

  地域支援課長より、説明 「民生委員・児童委員の一斉改選に向けた本市の取組について」 

 

（主な意見） 

➢ 高校生、大学生に民生委員の仕事内容について情報を提供し、アピールしてみてはどうか。

（内田委員） 

→今後検討していきたい。 

➢ 港区が行っているチャレンジコミュニティ大学という企画では、企業を退職された方等に対 

し民生委員の仕事の内容について講義をしている。そういう方に少しずつ民生委員・児童委  

員をバトンタッチできているという話を聞いているので参考にしてはどうか。（茨木委員）

→参考にして検討していきたい。 

➢ 年齢が高い方が就任した場合、民生委員・児童委員として活動できる期間が短くなってしま

うのではないか。（長谷川委員） 

➢ 若い方に民生・児童委員に就任していただき、せめて３、４期続けてもらえるようにしても  

らえると地域の方々も安心できると思う。（石井委員） 

➢ 若い方の担い手確保が難しい中で民生委員・児童委員の欠員が出るよりは良いと割り切り、 

ある程度年齢の高い方に担っていただくという考え方もあるのではないか。（石井委員） 

➢ 地域で若い担い手を探すよう努力しているが、民生委員・児童委員協議会だけでは限界があ 

る。自治会全体が一丸となって、若い担い手探しに取り組んでいただきたい。（石井委員） 

➢ 地域で緩やかにつながっていく必要がある。民生委員・児童委員をどこから選ぶかというよ  

 り、地域でもっと繋がりをもち、民生委員が出てくる土壌を耕す必要がある。（髙橋委員） 

➢ 資料４ページ目を見ると、民生委員のボリュームゾーンが上に方（年齢が高い方）にある。

年齢のバランスを見て推薦することが望ましいのではないか。（長谷川委員） 

→いただいたご意見を踏まえて検討していきたい。 

➢ 民生委員の制度自体が大正時代に出来た制度である。また、都市部と地方では家族形態が異

なるにもかかわらず、全国一律で制度が作られている。横浜市から国へ、都市部の取組を制

度化するような働きかけをした方がよいのではないか。（飯山委員） 

➢ 民生委員・児童委員の充足率について、都市部は全国平均と比べて低くなりやすいという傾

向があるのか。その数字があれば知りたい。また、委員の年齢分布は、民生委員と主任児童

委員を分けて示すべき。（藤崎委員） 

→資料４に資料を追加する。 

 

４ その他 

（１）令和７年度健康福祉局予算について 

企画課長より、概要の説明 

※意見等なし 
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５ 意見交換 

（１） テーマ１：いわゆる身寄りのない高齢者等の支援について 

 

（主な意見） 

➢ 「身寄りのない」とはどこまでの範囲を指しているのか、家族がいたら対象外なのか市

民にとって分かりづらい。（石井委員） 

→情報登録事業は65歳以上の高齢者を対象に考えている。 

➢ 警察、消防、医療機関等だけでなく、支援者団体も照会が可能となるような仕組みにし

てもらえるとありがたい。（加藤委員） 

→警察、消防、医療機関だけでなく、情報を登録した本人が希望した方も照会ができる

ような形も検討している。 

➢ 身寄りのない方への対応で施設現場が苦慮しているのは、病院へ入院した際の手続きや

金銭管理、またお亡くなりになった後のことなどについて、施設がどこまで関与すべき

か、関与が許されるのかといった点。現状は曖昧であるため、そういう方の受け入れに

は消極的になってしまうが、そうしたことが整理されれば、施設への入所につながりや

すくなると思う。（漆原委員） 

➢ 本人が登録した内容と登録された側の意思に齟齬が生じる可能性があるので、事前に登

録される側に書面で同意を取る等した方がよいと思う。（飯島委員） 

→情報登録する際に「同意をしているか」という項目があり、そこにチェックを付けて

もらう仕様を考えている。いただいたご意見も踏まえて今後検討していきたい。 

➢ 事業が始まらないと分からないと思うが、情報登録をする際、サポートをする窓口が１

区に１箇所（区社協）というのは少ないのではないか。増やす可能性はないのか。（加藤

委員） 

→現状は区に１か所ということで、区社協での設置を想定している。状況をみながら、

今後検討していきたい。 

➢ 高齢者等終身サポート事業者のトラブルもあると聞いているので、「ハートページ」のよ

うな業者を選定できる冊子を市で作成してもらえるとありがたい。（飯島委員） 

→業者の認証になるような仕組みは難しいと考えている。トラブルがあるということも

承知しており、業界団体の動きもあるようなので、そういった動向も確認しながら慎重

に進めていきたい。 

➢ 情報登録事業に対する民生委員の関わり方を分かりやすく整理してもらいたい。（石井委

員） 

→地域の見回りの中で情報登録事業を照会していただくなど、民生委員の方にも是非協

力していただきたいと考えている。 

➢ 本人が事前に指定した人というところが引っかかる。よくある例としては、近所で日常

的に支援をしている家族との関係が良好ではなく、遠方に住む親族とは年に数回連絡を

するだけだが、本人は遠方に住む親族との関係が良好だと思っている等。本人と指定さ

れる側の親族の親密度の認識が異なる場合があるので、そこが懸念点である。（泉委員） 

➢ 新聞に折り込みチラシを入れたり、回覧板を利用する等様々な方法で周知をはかる必要
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があると思う。この制度があるということを本当に困っている人にどのように周知する

かが重要だと思う。（佐伯委員） 

➢ 登録する情報はどのような項目なのか。（内田委員） 

→本籍地、緊急連絡先、エンディングノートの有無や保管場所、かかりつけ医、葬儀な

どの生前契約の有無や内容、お墓の場所、遺言書の有無や保管場所、を想定している。 

 

（２） テーマ２：地域における防災について 

 

（主な意見） 

➢ 普段から地域とのかかわりを大切にし、地域で緩やかにつながっていることが、いざと

いう時の災害対応面でも大事である。（髙橋委員） 

➢ 発災時、ごみの処理が大変だという話を聞く。横浜市も被災地派遣に行っていると思う

ので、そういった経験を教訓に検討をしてもらいたい。（加藤委員） 

→本市は今回、地震防災戦略を新たに策定したので、その戦略に基づいて取組を進める

ことにしている。ごみ問題も確かに重要なテーマなので、関係局とも調整して検討して

いかなければいけないと考えている。 

➢ 横浜市内でも、地域によっては避難所での難聴者に対する情報が十分でないところがあ

る。避難所にはできるだけ難聴者が情報を取得できる機器等を設置してほしい。（内田委

員） 

→要配慮者の方への支援は重要で、今回の戦略にも盛り込んでいるので、しっかりと取

組を進めていきたいと考えている。聴覚障害者の方とコミュニケーションをとるための

備品なども地域防災拠点に配置しているが、実際に活用できる体制になっているかとい

う課題もあるので、区役所も含めて拠点の訓練には力を入れていく必要があると考えて

いる。 

➢ 障害のある方たちの事業所では地域の防災訓練に参加していることが多い。拠点の訓練

時に災害用トイレの設営を利用者と一緒におこない喜んでもらった。障害があっても助

けてもらうばかりではなく、自分たちが地域に対してできることがあるということを知

ってもらう必要があり、そのためにも普段からのつながりが重要である。（谷口委員） 

➢ 基本的に、施設は行政や地域の期待に応えようという使命感を持っていると思うが、施

設の実情がある中で、期待の度合いがどのようなものか、どこまで応えられるのか、日

頃からお互いに理解し合える関係性を築くことが重要と思う。（漆原委員） 

➢ 避難所に定員いっぱいの避難者が来たら大変なことになる。そのため、市民の皆さんに

は自宅避難を勧めていきたい。災害に対して想像力をもって対策していく必要がある。

（髙橋委員） 

 

（３）その他 

意見等なし 

 

資料 【資料１】横浜市社会福祉審議会について 

【資料２】横浜市社会福祉審議会委員名簿 
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【資料３】専門分科会等からの活動報告 

【資料４】令和７年度民生委員・児童委員の一斉改選に向けた本市の取組について 

【資料５】令和７年度健康福祉局予算概要 

【資料６】意見照会結果一覧 

 


